
期

計画期間

（年度）

実測 計画 実測 計画 実測 計画 実測 計画 実測 計画 実測 計画 実測 計画 実測 計画 実測 計画 実測 計画

第１期 Ｓ６０ 2.4 2.4 3.7 3.7 2.1 2.1 3.0 3.0 66.1 62.5

Ｓ６１

（1986） 悪化 悪化 悪化 悪化 増加

↓ ↓

Ｈ２ Ｈ ２ 2.6 2.2 5.5 3.4 2.3 1.8 3.3 2.5 67.7 60.1

（1990） ※

× × × × ×

第２期 Ｈ ２ 2.6 2.6 3.6 3.6 2.4 2.3 2.9 2.9 0.29 0.29 0.38 0.38 0.022 0.022 60.5 66.7 22.4 24.1 1.41 1.73

Ｈ３

（1991） 悪化 悪化 悪化 悪化 悪化 悪化

↓ ↓

Ｈ７ Ｈ ７ 3.0 2.2 3.9 3.3 2.7 2.0 3.5 2.5 0.34 0.26 0.42 0.35 0.021 0.015 57.4 60.7 22.3 22.1 1.36 1.51

（1995）

× × × × × × △ ○ △ ○

第３期 Ｈ ７ 3.0 3.0 3.9 3.9 2.5 2.5 3.1 3.1 0.34 0.34 0.42 0.42 0.021 0.021 57.4 57.4 22.3 22.3 1.36 1.36

Ｈ８

（1996） 横這 横這 悪化 悪化

↓ ↓

Ｈ１２ Ｈ１２ 3.0 2.6 3.9 3.7 2.6 2.2 3.3 2.7 0.29 0.31 0.39 0.39 0.020 0.015 45.6 49.0 19.5 21.0 1.11 1.15

（2000）

× × × × ○ ○ △ ○ ○ ○

第４期 Ｈ１２ 3.0 3.0 3.9 3.9 2.6 2.6 3.3 3.2 0.29 0.29 0.39 0.39 0.020 0.020 45.6 47.2 19.5 20.3 1.11 1.13

Ｈ１３

（2001） 横這 悪化 横這 悪化 悪化

↓ ↓

Ｈ１７ Ｈ１７ 3.0 2.8 4.2 3.5 2.6 2.4 3.2 2.9 0.30 0.27 0.36 0.35 0.018 0.015 38.4 44.7 16.9 20.1 0.86 1.06

（2005）

× × × × × △ △ ○ ○ ○

○汚濁負荷量は、家庭形、工業系、農業系等
全てにおいて削減されている。しかしながら水質
は目標を達成できなかった。
○ＢＯＤは微生物によって分解される有機物量
であるが、琵琶湖北湖では微生物では分解され
にくい有機物の増加がＣＯＤ濃度の漸増の要因
と推定される。この難分解性のＣＯＤは、琵琶湖
では、76％、分子量１万以下と推定された。対
策としては、高度な排水処理技術の適用、土
壌による浄化機能を活用した面源負荷対策な
どが必要である。

○水質保全対策の進捗により、窒素、リン等に
よる富栄養化の進行は抑制されてきたが、有機
汚濁の指標であるＣＯＤの値には反映されてい
ない。
○ＣＯＤ増加の要因と考えられる難分解性のＣ
ＯＤの割合は易分解性のＣＯＤに比べて、河
川、下水、浄化槽で増加しており、その発生源
の調査や陸域からの負荷削減対策などが必要
である。

○従来の対策に加え、湖内の直接浄化や流入
河川の水質浄化、ヨシ群落保全等を盛り込ん
だ結果、琵琶湖への汚濁負荷量は、着実に減
少しているもの考えられる。しかし、その効果が水
質に反映されておらず、この現象と汚濁負荷、
水質の関係を検証が必要とされた。
○琵琶湖では、流入負荷量は減少しており、こ
れに連動してＢＯＤは減少しているが、ＣＯＤが
漸増する現象が続いている。この琵琶湖のＣＯ
Ｄ上昇現象の解明が必要である。

湖沼計画の評価
（環境審議会資料より）

流入負荷量の推移（ｔ／日）

（年度）

○南湖の環境基準点の最悪点である杉江港
沖は赤野井湾の湾入部にあるが、湾の入り口に
消波堤が建設され、従前より水が停滞するよう
になった。
○下水等は、ほぼ達成されているが、予想以上
に人口が増えたこと、水洗化が遅れたこと、産業
系出荷増に伴う負荷量の増大が、水質の悪化
の原因とされている。

ＣＯＤ Ｔ－Ｎ Ｔ－Ｐ

北湖 南湖 南湖北湖 南湖 北湖 南湖

湖 沼 水 質 保 全 計 画 の 評 価
水質の推移(mg/l)

ＣＯＤ７５％ ＣＯＤ平均(参考） Ｔ－Ｎ Ｔ－Ｐ



期

計画期間

（年度）

実測 計画 実測 計画 実測 計画 実測 計画 実測 計画 実測 計画 実測 計画 実測 計画 実測 計画 実測 計画

湖沼計画の評価
（環境審議会資料より）

流入負荷量の推移（ｔ／日）

（年度） ＣＯＤ Ｔ－Ｎ Ｔ－Ｐ

北湖 南湖 南湖北湖 南湖 北湖 南湖

湖 沼 水 質 保 全 計 画 の 評 価
水質の推移(mg/l)

ＣＯＤ７５％ ＣＯＤ平均(参考） Ｔ－Ｎ Ｔ－Ｐ

第５期 Ｈ１７ 3.0 2.8 4.2 3.5 2.6 2.4 3.2 2.9 0.30 0.27 0.36 0.35 0.018 0.015 37.1 38.4 15.8 16.9 0.81 0.86

Ｈ１８

（2006） 悪化 悪化

↓ ↓

Ｈ２２ Ｈ２２ 2.9 2.9 5.0 4.2 2.6 2.6 3.6 3.1 0.25 0.30 0.28 0.33 0.016 0.018 32.9 38.3 14.6 17.2 0.68 0.79

（2010）

○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

第６期 Ｈ２２ 2.9 2.9 5.0 4.2 2.6 2.6 3.6 3.1 0.25 0.3 0.28 0.33 0.016 0.018

Ｈ２３

（2011）

↓ ↓

Ｈ２７ Ｈ２７

（2015）

※ 第１期と２期のＨ２の水質が異なるのは杉江沖の環境基準点の移動のためである。

※ 計画と実績の基準年で負荷が異なるのは原単位等の見直しのためである。

※ ○ ： 目標が達成されている場合 × ： 現状より水質改善されていない場合 △ ： 目標は達成されていないが、水質改善もしくは負荷量削減がなされた場合

○水質保全対策の進捗により、窒素、リン等に
よる富栄養化の進行は抑制されてきたが、有機
汚濁の指標であるＣＯＤの低下にまではつながっ
ていない。
○難分解性有機物がＣＯＤが低下しない要因
と考えられるものの、陸域からの流入負荷量が
増加していないことから、陸域由来の難分解性
有機物は、ＣＯＤが低下しない主たる直接的な
要因ではない。
○南湖湖辺部において、水草繁茂により閉鎖
性が高まる水域でＣＯＤが上昇しており、湖流
回復などの対策が必要である。


